
2024年10月22日現在 

 

『公務員試験 新スーパー過去問ゼミ７ 民法Ⅱ』訂正表 
（初版第１〜３刷用） 

 

 

● 76 ページ No.５ 解説 エ 下から２行目： （第４刷で修正予定） 

 

誤：…債務者は訴訟が開始されたことを債務者に通知（訴訟告知）しなければならない 

 

正：…債権者は訴訟が開始されたことを債務者に通知（訴訟告知）しなければならない 

 
 

● 133 ページ 必修問題 解説 エ 下から５行目： （第４刷で修正予定） 

 

誤：…一方，保証人や物上保証人などの… 

 

正：…一方，抵当不動産の第三取得者や物上保証人などの… 

 
 

● 212 ページ No.３ 解説 選択肢５ 一行解説： （第２刷で修正） 

 

誤：使用賃借契約で借用物の保管に通常必要な費用は貸主が負担する。 

 

正：使用賃借契約で借用物の保管に通常必要な費用は借主が負担する。 

 
 

● 220 ページ No.６ 解説 エ 一行解説 及び 

223 ページ No.８ 解説 ウ 一行解説： （第３刷で修正） 

 

誤：賃貸人の債務不履行後に転借人が返還請求を受けた時に，転貸借は終了する。 

 

正：賃借人の債務不履行後に転借人が返還請求を受けた時に，転貸借は終了する。 

 
 

● 223 ページ No.８ 解説 オ  一行解説： （第４刷で修正予定） 

 

誤：無断転貸の場合，賃貸借契約を解除しなくても転貸人に明渡請求ができる。 

 

正：無断転貸の場合，賃貸借契約を解除しなくても転借人に明渡請求ができる。 

 
 

● 330 ページ No.４ 解説： （第３刷で修正） 

 

正答は４ではなく５となります。 

 

 



選択肢３ 一行解説 

 

 誤：認知は，出生児にさかのぼってその効力を生ずる。 

  

 正：認知は，出生時にさかのぼってその効力を生ずる。 

 

選択肢４ ◎ではなく×となり，「妥当である。」は削除 

選択肢５ ×ではなく◎となり，「妥当である。」が解説冒頭に入ります。 

 

 

 

以上 
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